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共
産
党の
十
金
大
会（
七
三

会
大
会の
王
洪
文
報
告が
含
む
林
彪

年八
刀）
で
毛・
肉
体
制が
問
まっ

迫
仰と
も
思わ
れ
る一
節
と
重ね
あ

た
か
に
報
じ
・り
れ
た
矢
先 、
中
同
で

わ
せ
て
み
た
と
き 、・
明
飽
は
思い
が

は
との
大
会
前
後
か
ら
「
孔 ・十
批
判

け
ない
方
向
ll
w

川
思
米
批
判H

－
始
皇
帝
諜
価」
の
イ
デオロ
ギ
ー

へ
と
発
展し
て
ゆ
く
芽
を
もっ
てい

・
キャ
ン ・へ
ー
ン
が
始
ま
り 、
と
の

るの
か
も
し
れ
ない 。
い
ず
れ
に
せ

と
ζ
ろ
そ
れ
が
に
わ
か
に
激し
く
な

官
てい
る 。

「
失
敗
の
種
子」

で
は 、
と
の
キャ
ン
ペ
ーン

は一

体 、
な
に
を
意
味
す
るの
で
あ
ろ
う

か 。
周
恩
来は 、
十
金
大
会の
政
治

報
告で 、
激し
く
林
彪の
罪
状
を
糾

mmし
な
が
ら 、
「
二
つ
の
路
線の
闘

争」
が
ま
だ
お
わっ
てい
ない
と
と

を
強
制州
し
て 、
と
れ
か
ら
先
も
，

林

彪
製
変u
が
「
十
回 、
二
十
回 、
三

十
四と
く
り

か
え
さ
れ
る
で
あ
ろ

う」
と
力
説し
てい
た
が 、
「
孔
子

批
判・

始虫
帝
評
価」
の一
環と
し

て 、
孔
子に
窓
さ
れ
た
とい
う
諭
散

．
少
正
卯が
ζ
の
と
と
ろ
し
き
り
に

称
治
さ
れ
てい
る
と
と
を 、
先の
十

ーー千， l _....,, 

玄 白

ょ 、
今日の
巾
凶
は
と
うし
て
な
お

「
復
綴と
反
復
権の
闘
争」 、
「一一

つ
の
路
線の
闘
争」
をつ
づ
け
ね
ば

な
ら
ない
の
で
あ
る 。

そ
の
意
味で
文
化
大
ぷ
命
は 、「
終

り
な
き
革
命」
を
中
同の
政
治
過
程

の
な
か
に
定
活
さ
せ
て
し
まっ
た
と

い
え
る
が 、
し
か
し 、
文
化
大
革
命

に
必
け
る
毛
沢
東の
成
功の
な
か
に

は
同
時に
「
根
本
的
な
失
敗の
種
子

が
婚か
れ
てい
る」
ζ
と
を 、
本
設

の
叫術
者
は 、
い
ち
は
や
く
鋭
く
見抜

い
て
き
たの
で
あっ
た 。

本
苫は 、
文
化
大
革
命
とい
う「
見

果て
ぬ
夢」
を
求めて
毛
沢
東
が
発

動
し
た
激
烈
な
歴
史
的
ド
ラマ
の
全

体
像
を
き
わ
めて
P
ア
ル
に
再
現

し 、
文
化
大
革
命の
路
断
面
を
膨
大

な
れ訟の
公
式・
非
公
式の
資
料に
よ

っ
て
突
挺
的に
再
椛
成
す
る
と
と
に

徴
し
て
ゆ
くプロ
セ
ス
に
終
点
を
当

て
て
見
事に
と
ら
え
たユ
ニ
ー
ク
な

毛
沢
東
伝だ
とい
え
よ
う 。

弱
者ス
タン
レ
1・

カ
1ノ
ウ
氏

は
現
庄 、
『ワ
シ
ン
トン・
ポ
ス
ト』

に
絡
を
留
くジ
ャ ・1

ナ
日ス
ト

で
あ

る
が 、
『
タ
イム』
や
『
サ
タ
デ1

．
イ
プユ
ン
グ・
ポ
ス
ト』

の
特
派

臼と
し
て
寄
港で
円以い
あい
だ
健
筆

をふ
るい 、
わ
が
国で
も 、
『フ
7

1・
イ
ー

ス
タ
ン・
エ
コ
ノ
ミフ
ク

・
レ
ビュ
ー』

た
ど
の
論
説
を
通
じ

圏在至高湯こけし

一一山形県市村山混重量芸温織でー・

『日本郷土民具帯奥』 （泊llf!l!衛生上）U

ついお
\ ;\ 
t議
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成
功
し
た一
大
ドキュ
メ
ン
ト

で
あ

り 、
同
時
に
文
化
大
革
命に
よっ
て

さ
え
も 、
「
そ
う
簡
単に
は
支
配
者

間の
伺いい
な
り
に
は
な
ら
ない
の
で

は
ない
か
と
思わ
れ
る」
民
衆が
息

づ
く
伝
統
的
世
界
i

中
国
とい
うと

の
巨
大
な
国に
挑
戦
し
た
人
物・
毛

沢
東の
生
涯
を 、
文
化
大
革
命へ
収

て 、
その
治
尖
な
中
国
観
察ぶ
り
が

し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
たζ
と
の
あ
る

中
国
問
題の
第一
級の
ア
ナ
Pス
ト

で
あ
る 。

私
は
つい
最
近
も 、
日
本
を
訪
れ

た
氏と
話
し
合っ
たば
か
り

で
あ
る

が 、
文
化
大
革
命に
つ
い
て
は 、
あ

ま
り
に
も
数
多
く
の
窓
見
や
評
価が

交
錯
し
てい
る
反
倒 、
その
全
体
像

が
記
録
さ
れ
てい・
ない
と
と
に
気づ

い
た
著
者
は 、
な
に
よ
り
も
ま
ず 、

その
全
体
像の
描
写
はい
か
に
し
て

可
能
か
を
検
院
し
よ
う
と
思い
たっ

たの
で
あっ
た 。
た
ま
た
ま 、
ジg

y－
K－
フェ
ア
バ
ン
ク
教
授の
率

い
るハ
ーバ
ー
ド

大
学の
東
アジ
ア

研
究セ
ン
タ
ー

が
税
者の
ζ
の
野
心

的
な
試み
を
阿セ
ン
タ
ー

の
研
究プ

ロ
ジェ
ク
ト

の
一な
か
に
組
みい
れ
て

支
援す
るζ
と
と
な
り 、

著
者
は

と
うし
て
文
事
期中閣
に
つい
て
の

分
析の
メッ
カ
で
あっ
た
管
滋の
ア

メ
p
カ
総
領
都
館に
集め
ら
れ
た
資

料
や
情
報
をふ
ん
だ
ん
に
利
用し 、

さ
ら
に
著
者の
取
材
活
動の
拠
点で

あっ
た
寄
港で
税
者
自
身が
取
材
し

た
資
料
や
情
報の
すべ
て
を
的
硲
に

処
理
し
て
本舎
は
成っ
た
の
で
あ

る 。
その
よ
う
な
材
料の
叡
み
誼ね

に
よ
る
災
鉱
的で
し
か
も
迫
力に
泌

ち
た
記
述に
よっ
て 、
文
化
大
革
命

の
諸
断
面と
金
過
程が
余
す
と
ζ
ろ

な
く
本告に
は
網
羅
さ
れ
てい
る 。‘

熱
狂
と
夢
と
傷
多
き
残
像

と
の
よ
う
な
岱で
あ
る
だ
け
に 、

著
者
は
本
舎の
な
か
で 、
文
化
大
革

命
を
観
念
的に
定
義づ
け
た
り 、

批

96 東洋経済週刊8 12. 48. 

書評　激烈な歴史的ドラマを再現　「毛沢東と中国」　週刊東洋経済-1973.12.08



行 、Jロ
1マ

銀
行 、
クレ
ディ・
9

オ
ネ 、
U
B
A
F
（ア
ラ
プ・
仏
合

弁オ
イル・
ダ
ラ
1

銀
行）
で
あ
る 。

さ
ら
に一
O
月
末に
は 、
現
在
蔵

航
中で
は
世
界
最
大の
V
L
C
C
と

も仏
る
四
八
万
四
O
O
O
Jの
グロ
プ

ティ
ク・
ロ
シ
ドン

号が
石
川
島
鰭

路
重工
か
ら
買
主
イシ
ド

人
海
運玉

の
ラ
ピ・
ティ
ツコ
ウ
氏（
四一
政）

に
引
き
渡
さ
れ
た 。
同
船
は
今
年二

月
に
完
成
し
た
向
型
グロ
プ
ティ
ク

．
ト
l
キョ
ウ
号の
姉
妹
船
だ
が 、

と
の
こ
裂の
建
造
費五
0
0
0
万
〆

以
よ
と
推
定
さ
れ
る
巨
額
な
信
用
を

ア
レ
ン
ジ
し
たの
は 、
ロ
ン
ドン

の

名
門マ
1

チャ
シ
ト・

バ
ン
カ
1

の

ウィ
P
ア
ム・
プ
ラン
ツ
社
で
あ
る 。

だ
が 、
尖
際に
資
金
を
供
与
し
た

の
は 、
同
社の一
O
OMm
株
主で
あ

る
ナ
ショ
ナル
＆
グ
Pン
ドレ
1

銀

行と
そ
の
株
式
四
O
%を
支
配
す
る

米
国の
F
N
C
B 、
そ
し
て
わ
が
国

の
三
弥
物
産で
あっ
た 。

と
の
よ
う
に 、
ζ
の
と
と
ろ
と
の

新
規
成
長
分
野
に
対
す
る
米
国
大
銀

行の
食い
込
み
が
目だっ
て
い
る 。

も
と
も
と
船舶ロ
1ン

は 、
ス
カン

ジ
ナ
ピ
ア
と
閲
迎
が
深いハ
ン
プロ

ス
銀
行
を
別と
す
れ
ば 、
大
銀
行の

関
心
外
に
あっ
た 。
し
か
しい
ま
で

は 、
コ
ン
チ
ネン
タ
ル・
イ
P
ノ

ィ 、
ウZ
ル
ズ・
フ
7
1ゴ 、

チエ

ース 、
バ
シ
カ
1

ズ・
ト
ラス
ト 、

バ
ン
ク・
オ
プ・
ボス
トン 、

M
H

T
な
ど
の
米
国
大
銀
行が
目
白
押
し

に
参
入
し 、
さ
ら
に
ヒ
ル・
サミユ

エ
ル 、
エ
ド
ワ
ー
ド・
ベ
イ
ツ 、
ロ

ス
チャ
イル
ド 、
ク
HY
プス・
ウ

ォ
1

〆
1

グ
な
ど
世間
系7
1

チャ
ン

ト・
バ
ン
カ
ー
も
進
出
し
て 、
に
わ

か
に
乱
戦
模
様と
なっ
て
き
た 。
そ

し
て
包士
銀
行と
タ
イ
アy
プ
し
て

い
る
は
ずの
F
N
C
B
が 、
船
舶
忠

治に
ノ
ウ・
ρ
ゥ
を
もっ
第一
一勧
銀

グル
ー

プ
に
色
目
をつ
か
う
よ
う
な

状
況
で 、
い
ま
や
と
の
市
場
拡 、
世

界
中の
有
カバ
ン
ヵ
ー

が
と
ぞっ
て

折
目
す
る
有
望
市
場
で
あ
る 。

パ
ン
カ
ー
か
ら
の
変
身

以
上 、
現
在のユ
IE

中
期
市
場

を
需
要
因
か
ら
さ
さ
え
る
四つ
の
柱

に
つ
い
て
民
望
を
行
なっ
て
き
たが

需
要
菌か
ら
み
る
限り 、
ユ
ー
ロ
信

用
市
揚の
縮
小
な
ど
考
え
ら
れ
ない

状
況
で
あ
る 。
そ
と
か
ら
得
ら
れ
る

強い
印
必
は 、
と
の
市
泌が
き
わ
め

て
変
化に
富
む
弧
カ
的
な
市
場
で
あ

る
と
同
時
に 、
い
ま
や
と
の
最
大の

市泌
を
支
配し
つ
つ
あ
る
巨
大
友
多

国
籍
銀
符が 、
ま
す
ま
す
数
世
紀
前

のマ
1

チャ
ン
ト・

ア
ドベ
ン
チャ

ラ
1

（
白
険
商人）
に 、
似て
き
た

とい
う
事
実で
あ
る 。

そ
も
そ
も 、
ま
だ
海
底
深く
限っ

て
い
る
石
油
を
か
たに
し
て一
O
抽出

J
もの
金
額
を
貸し
付
け
た
り 、
近

い
将
来
船
舶
過
剰に
よ
る
市
況
反
誌

が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
海
巡
業
者に

一
件二
億
〆
以
上
の
長
期
融
資
を
米・

来の
運
賃
収
入
を
あて
に
し
て
供
与

し
た
り 、

返
済
能
力に
疑
問
符が
つ

け
ら
れ
て
い
る
開
発
途
上
国に 、
一

O
O
億
〆
もの
長
期ロ
l
y
を
閉
廷

さ
せ
た
り

す
る
よ
う
な
ピへ
イ
ピ
ア

は 、
一
O
年
前に
は
まっ
たく
予
見

で
き
・な
かっ
たと
と
で
あ
る 。

そ
れ
が
い
ま
は 、
プロ
ジェ
ク
ト

の
大
型
化に
伴
う
必
然的
な
宛
燦
と

し
て 、
肯
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

る 。
巨
大
化し
た
強
力
な
多
国
籍
銀

符
が
シ
シ
ジ
ケ1
ト

を
く
ん
で
危
険

分
散 、
とい
う
よ
り
危
険の
相
互
押

し
つ
け
を
行
なっ
て
い
る
限
り 、

当

面
は
大
き
な
破
綻
は
起と
り
そ
うに

ない 。
そ
れ
を
貫
く
流
れ
は 、
商
業

銀
行
楽
務
か
ら
投
資
銀
行
来
初 、
さ

ら
に
総
合
金
融
サ
ー
ビス
業
務へ
の

展
開で
あ
り 、
い
わ
ば ．ハ
ン
カ
ー

か

ら
プロ
ジZ
ク
ト・
ア
不
1

ジキ
I

"' 

， 

へ
の
変
身で
あ
る 。

と
の
よ
う
な
壮
大
な一
大
変
革が

国
際
信
用
市
場の
表
舞
台
で
進
行
中

の
七
三
年一
O
R 、
一
つ
の
事
件が

発
生
し
た 。
米
国
第
八
三
位
資
産
額

九
億
〆
余の
カ
Pフ
ォ

ルζ
ア
州サ

ン
ディ
エ
ゴ
の
U
S－
ナ
ショ
ナル

銀
行の
倒
産
で
あ
る 。
ζ
れ
は 、
－

九
三
O
年
以
来
最
大の
銀
行
倒
産
だ

が 、
シg
ツ
ク
は
川町
少で
す
ん
だ 。

だ
が
ζ
の
倒
産
で
は 、
英
国の
イン

タ
ー

ナ
ショ
ナル・
由ya
ス
ト
ミ
ン

ス
タ
1

銀
行（
ナ
シロ
ナル・
ウエ

ス
ト
ミ
シス
タ
ーの

子
会
社） 、
バ

ー
ク
レ
イズ・
イン
タ
ー

ナ
シロ
ナ

ル
（バ
ー
クレ
イズ
の
子
会
社）
な

8

ど
が
ま
きぞ
え
を
く
らっ
て
い
る 。

ロ

と
れ
ら
英
系バ
ン
ヵ
ー

は 、
F
R
B

の
貨
任
者と
急
拠
会
見し
て 、
債
権

の
磁
保（
四
符
で
三
四
O
O
万
J）

を
交
渉し
て
い
る
とい
う 。

短
期
借
りの

長
期
貸しへ
の
と
ろ

が
し
操
作が
ニ
O
O
偲
J
もの
巨
大

規
伎の
国
際
信
用
市
場
と
直
結
し
て

い
るユ
Iロ

中
期
貸
付け
市
場
に
必

い
て 、
将来
サン
ディ
エ
ゴ
型
小ス

キャ
シ
ダル
が
よ
り

拡
大
さ
れ
た
規

絞で
再
現
し
たい
よ
うに 、
現
代の

バ
シ
カ
1・

ア
ドベ
ン
チャ
ラ
ー

は

仙仰に
祈るべ
き
で
は
あ
る
まい
か ．
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判
し
た
り

す
る
と
と
を
梅
力
避
け
て

い
る 。
だ
が 、
そ
の
か
わ
り 、

文
化

大
事
命の
激
励の
プロ
セ
ス
を
執
効

に
描
き
出
す
と
と
に
よっ
て 、
文
化

大
革
命の
熱
狂と
拶と
その
傷
多
き

残
像と
が
読
者
に
お
の
ずと
伝わ
る

の
で
あ
り 、
し
か
も
響
者
は
本作の

最
後
を
「
毛
沢
球の
失
望の
深さ
は

彼の
見
mmて
ぬ
拶の
次
元の
大
き
さ

の
反
映で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か」
と

疑
問
形で
結
ぶ
と
と
に
よっ
て 、
そ

の
判
断
を
税
者
に
ゆ
だ
ね
て
い
る 。

も
と
よ
り 、

格
者の
と
の
よ
う
た

祭
欲
的
衣
姿
勢に
も
か
か
わ
ら
ず 、

個々
の
断
函の
描
写
は
き
わ
めて
生

彩
に
白
む
も

の
で
あ
り 、
たと
え
ば 、

武
淡
事
件
や
玉
光
美
批
判の
場
郎 、

陶
鈴
失
脚の
ナ
ゾ
を
採っ
た
部
分
な

ど
は 、
税
者
に
とっ
て
も
もっ
と
も

情
報の
多
かっ
た
広
東
省の
情
勢
分

析
と
と
も
に
き
わ
めて
鋭く
p
アル

で
あ
る 。

本
位の
な
か
で
持
者は 、
毛
沢
東

の
巨
大
な
拶
を
向く
評
価し 、
ま
た 、

「
文
革
は 、
中
国
人
民
に
過
去の
彼

らの
硬
直
し
た
考
え
方と
は
ち
が
う

平
等
主
義の
制
神
を
総
え
付
け
た」

と
も
諮っ
て 、
文
革に
たい
す
る
欧

米
人
特
有の
情
念
的
な
幻
想
を
著
者

も一
方で
は
抱い
てい
たと
と
を
示

し
て
い
る
が 、
そ
の
文
背中が
や
が
て

林
彪
奥
変
を
生
み
だ
し
たと
と
は 、

務
者
に
とっ
て
も
大
き
な
衝
懇で
あ

っ
た 。将

棋引は
林
彪の
WH
件に
つ
い
て 、

「
も
し
か
し
た
ら
櫛
力
森
取
を
試み

て
失
敗
し 、
射
殺
さ
れ
たの
か
も
し

れ
ない」
と
さ
す
が
に
鋭く
問
題
点

を
か
ぎつ
け
て
い
る
だ
け
に 、
林
彪

奥
変の
ドパ〈
栂
を
含
めて
法制
者の
今
後

の
分
析
に
期
待
す
る
と
と
ろ
も
ま
た

大
きい
もの
が
あ
る 。
い
ず
れ
に
せ

よ 、

本型
に
よっ
て
文
化
大
革
命の

ほ
ぼ
全
期
間
を
と
ら
え
た
者
作が
完

成
し
たの
で
あ
り 、

主と
し
て
英
穏

に
訳
さ
れ
た二
次
資
料
に
よっ
て
さ

え 、
と
れ
だ
けの
仕
事
を
成
し
遂
げ

た
弱
者の
努
力に
は
敬
服
すべ
き
も

の
が
あ
る 。

邦
訳
は
上
下二
巻
か
ら
成
り 、

上

巻の
「
I

毛
沢
東と
中
国」
で
毛

沢
東の
生い
立
ち
か
ら
文
化
大
革
命

にい
た
る
生
涯の
歩
み
が
簡
潔に
か

え
り

み
ら
れ
たの
ち 、
「
E
革
命

の
な
か
の
革
命」
か
ら
文
革の
記
述

が
は
じ
ま
る 。
下
巻は「
E
爆
発」 、

「
W
革
命
か
ら
反
動
へ」 、
「
V

振
り
子
は
揺れ
る」
の一一一
意
を
通

じ
て
務
権
闘
争
か
ら
九
金
大
会 、
林

彪
異
変そ
し
て
対
外
的
に
は
米
中
接

近へ
とい
た
る
プロ
セ
ス
が
織か
れ

てい
て 、
と
く
に
班 、
w
翠
は
本告

の
な
か
で
も
圧
巻で
あ
る 。

邦
訳
は 、
短
期
聞
に
仕
上
げ
た
も

の
で
あ
る
の
に 、
訳
文
も
明
快で
あ

り 、
国
際
共
産
主義
運
動に
よ
く
通

じ
て
い
る
訳
者の
持
ち
味
も
出
て
い

て
す
ぐ

れ
た
訳で
あ
る
が 、
中
国
研

究
者
も
し
く
は
欧
米
や
香
港な
ど
の

中
国
研
究に
通
じ
た
専
門
家の
協
力

を
得て
い
ない
た砂
か 、
と
く
に
注

の
訳
し
方
な
ど
に
は
問
題が
多い
の

が
残
念
で
あ
る 。
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間
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現
代
文
明
が
人
間の
精
神に
対
し

れ
ない
が
人
間の
幸
福に
とっ
て
深

て
ど
の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
す
か
と

刻で
普
遍
的
な
か
か
わ
り
を
もっ
と

い
う
問
題
は 、
現
代
文
明の
功
罪
を

と
ろの 、
心
理
的・
生
理
的
な
問
題

考
え
る
さい
に 、
最
大の
関
心
事で

で
も
あ
る 。

念
け
れ
ば
な
ら
ない
で
あ
ろ
う 。

著
者
が
ζ
の
容で
試み
てい
るの

は 、
ま
さ
に
そ
う
し
た
技
術が 、
人

間
と
人
間
社
会にい
か
な
る
作
用
を

及
ぼ
す
か
を 、
総
体
的
に
考
察
す
る

と
と
で
あ
る 。

若
者の
い
う
「
技
術
文
明」
の
窓

味
は 、
単に
技
術
を
使
う
文
明
と
か

専
門
的
に
は
知
名の
人
物
名が
音

訳の
ま
ま
で
あっ
た
り 、

邦
訳の
あ

る
務
舎
や
文
献の
訳
出の
仕
方
な
ど

に
も
ヱ
夫
すべ
き
点が
残さ
れ
て
い

る 。
ま
た 、
たと
え
ぽ 、
ハ
ー

バ
ー

ド
大
学
東
ア
ジ
ア
骨
骨セ
ン
ター
と

は一
般
に
はい
わ
ず 、
MT
は
り

研
狩

・セ
ン
タ
ー
と
訳
すべ
き
と
と
ろ
で
あ

ろ
う 。東京外
留鱈大学助数授

中
嶋

嶺
雄

（
B
6
判・
上
下
七
三
大
作・
各

一一一
O
O
同・
時
事
通
信
社）．

自
然
的
環
境
と
技
術
的
環
境

そ
れ
は
単に
公
告と
か
自
然
破
壊

といっ
た
凶
援に
自
に
ふ
れ
る
影
響

に
と
ど
ま
ら
ず 、
間
接に
し
か
現
わ
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